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状や今後の成り行きに対する不安を訴えた後,   冴究の目的,研究参加の自由,プライバシー
体熱感を訴える場面 (表2)。②持続点滴をし  の保護,協力の有無により不利益が生じないこ
ている患者の寝衣,シー ツ交換後,点滴刺入部  と,デー タを目的以外に使用しないことを説明
の痛みを訴える場面 (表3)。③端座位で足浴  し同意を得た。評価表は実施学生,評価教員が
を実施中,気分不良を訴える場面 (表4)。    わからないように回収後,速やかに番号化し保
3.分析方法 管した。
臨機応変な対応が求められる3場面 (計54場   なお,本研究は島根県立看護短期大学研究倫


























































飛分 不 良時 の素早 い対 応 の不 足 気分不良時の素早い対応が必要 7 7
黒涵漏れに対する適切な対応方法
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